
山口県における切れ目ない 
支援体制整備の取組について 

山口県教育庁特別支援教育推進室 

        指導主事 真部 信吾 

発達障害者支援の地域連携に係る全国合同会議 
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☆萩総合支援学校 

☆下関総合支援学校 

宇部総合支援学校 
山口宇部医療センター内学級 

☆宇部総合支援学校 

山口総合支援学校 
みほり分校 

周南総合支援学校 

☆岩国総合支援学校 

山口県の特別支援学校 

防府総合支援学校 

豊浦総合支援学校 

県立総合支援学校１２校 
（分校１校、分教室２校） 
国立特別支援学校１校 

☆徳山総合支援学校 

☆山口総合支援学校 

山口大学教育学部 
附属特別支援学校 

下関南総合支援学校 

山口南総合支援学校 

☆田布施総合支援学校 

宇部総合支援学校 
美祢分教室 

萩総合支援学校 
長門分教室 

 1. 特別支援学校のセンター的機能 1.特別支援学校のセンター的機能充実のための体制整備 
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☆萩総合支援学校 

☆下関総合支援学校 

☆宇部総合支援学校 

☆岩国総合支援学校 

 ☆ 特別支援教育センター（７校） 

・地域コーディネーターを配置 
・域内の幼、小、中、高等学校  
 等への地域支援 

☆徳山総合支援学校 

☆山口総合支援学校 

☆田布施総合支援学校 
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 視覚障害教育センター設置校 

  聴覚障害教育センター設置校 

   下関南総合支援学校 

   山口南総合支援学校     周南総合支援学校 

・県内の幼、小、中、高等学校 
 等への地域支援 
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○各地域に「通級による指導」を含め、高等学校における特別支援教育を推進す 

 るため、拠点校を設置する。 

○各地域の拠点校に配置した特別支援教育推進教員が、特別支援学校の地域コー 

 ディネーター等と拠点校を中心とした地域内の支援体制の整備を進める。 

○地域内の高等学校からの「通級による指導」を含めた特別支援教育に関する相 

 談等について支援を行う。 

平成30年度～ 

高等学校における特別支援教育の推進  

萩地域 

柳井地域 

岩国地域 

周南地域 

下関地域 

厚狭地域 

防府地域 
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特別支援教育センターの取組 

○地域コーディネーターによる巡回支援 
 ・個別の教育支援計画の作成・活用・引継ぎに関する支援 
 ・個別のケース検討、研修の実施 
 ・校内体制への支援 
 ・関係機関との連携 
 

 【課題】 
 ・個別の教育支援計画の校種間での引継ぎの充実に向けた  
  理解啓発が必要 
 ・個別の教育支援計画への合理的配慮の内容の位置づけ 
 ・異動による校内コーディネーター業務の引継ぎや校内体 
  制のシステム化が必要 
 ・保健師、ＳＣ、ＳＳＷ等との連携 

就学・進学に際する指導・支援の引継ぎに係る取組 
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各地域内の関係機関連携協議会 
 

 出席者 
  ・県教育委員会、市町教育委員会 
  ・市町障害福祉部局、子育て担当部局 
  ・医療機関 
  ・児童相談所、相談支援機関、福祉施設 
  ・公共職業安定所、障害者就業・生活支援センター 
  ・幼・保園長、幼児通級担当 
  ・総合支援学校長、地域コーディネーター   等 

  2. 早期からの切れ目ない支援体制の充実に向けた取組 

【内容】 
 ＊関係機関における活動状況の整理、支援マップの作成 
 ＊早期からの支援に向けた関係づくりに関するアンケート 
  調査からみる成果と課題 
 ＊視覚・聴覚障害教育の支援機器等の紹介       等 
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周南地域特別支援教育センター 山口県立徳山総合支援学校 8



＜成果＞ 
・地域支援マップの作成 
 相談機関等を紹介したチラシを活用した普及 
・関係機関同士の早期からの幼児児童生徒の情報共有 
 就学前：幼稚園（保育園）、地域コーディネーター、 
     保健師、市町教育委員会、障害福祉部局、 
     子育て担当部局、相談支援機関、医療機関 
 就学期：小・中学校、地域コーディネーター、相談  
     支援センター、放課後等デイサービス 

 

  

各地域内の関係機関連携協議会 

＜課題＞ 
・幼児期からの相談機能の促進 
・保護者支援を含めた相談体制 
・早期からの個別の教育支援計画の作成、活用、 
 引継ぎ 
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【内容】 
 ＊企業実践発表「障害者雇用の考え方、実践と課題」 
 ＊労働局をコーディネーターとした企業、大学、支援機関、 
  学校等とのパネルディスカッション 
  テーマ：障害認識や受容ができていない方へのアプローチ 
      支える、送り出す、受け入れるそれぞれの立場に 
      おける実践と課題、連携してできること 
 ＊名刺交換・グループ協議              等 

 地域進路就労促進関係機関連携協議会（山口総合支援学校主催） 
 

 出席者 ・県教育委員会、市町教育委員会 
          ・山口労働局、県障害者支援課、県労働政策課 
          ・企業関係者、就労福祉事業所 
     ・公共職業安定所、障害者就業・生活支援センター、   
           山口しごとセンター、サポステ、相談支援事業所 
     ・特別支援学校教員、高等学校教員      等 
 

 3. 進学・就労に係る連携 
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＜成果＞ 
・高等学校教職員の参加の増加 
 発達障害のある生徒への進学・就労への理解の深まり 
・障害者雇用を進める企業からの発信 
 障害者雇用の考え方、発達障害者支援の理解の深まり 
・県内大学に進学する際の個別の教育支援計画の活用例 
・関係者同士の顔つなぎ 
・発達障害のある生徒等への支援 
 「就労支援チーム（仮称）」としての組織化の検討 

地域進路就労促進関係機関連携協議会 
 

  

＜課題＞ 
・高等学校等の発達障害のある生徒への就職支援の周知 
・障害者雇用を取り入れる企業の増加、取組の推進 
・早期からの支援の充実 
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○特別支援学校職業自立・進路指導推進協議会 
 

 出席者  進路指導担当教員 
      総合支援学校就職支援コーディネーター 
      チーフ就職サポーター 
      県内就職促進統括マネージャー 
  

 

 関係部局 
 

 ・障害者支援課 
 ・労働政策課 
 ・山口労働局 
 ・独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 
  山口支部山口障害者職業センター         等 

県教育委員会における進路就労の取組と関係部局との連携 
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総合支援学校就職支援コーディネーターの配置 

【目 的】  
 総合支援学校高等部生徒の卒業後の職業的自立や社会参
加を促進するため、就職支援コーディネーターを配置し、
現場実習先の確保及び就職に向けた支援を行う。 

【内 容】 
 ○県内（東部、央部、西部）に計３名を配置 
 ○１日５時間の週３日程度（年間３５週程度）の勤務 
 ○現場実習先の確保 、開拓及び企業の障害者雇用に関する理解促進 
 ○総合支援学校生徒への就職支援 

【県立高等学校との連携】（山口県教育庁高校教育課産業教育班主管） 
 ○就職サポーター、チーフ就職サポーターとの情報共有 
 ○県内就職促進統括マネージャー（１名：県央部）による県内企業 
  情報の分析、連携機関との窓口一元化、広域マッチング 
   ※特別支援学校も対象 
 ○県内企業就職セミナー、県内就職促進協議会等への参加 
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■萩総合

■岩国総合

■田布施総合
■徳山総合

■周南総合

■防府総合

■山口南総合

■山口総合

■宇部総合
■下関南総合

■下関総合

■豊浦総合

配置校：田布施総合支援学校

東部地域担当西部地域担当

配置校：宇部総合支援学校

配置校：山口南総合支援学校

総合支援学校

就職支援コーディネーター

高等学校

就職サポーター

就職サポーター チーフサポー

ター

企業

①

・全訪問先で、チェックリスト
（障害者雇用等に関する項

目）を活用した聞き取り

・企業ニーズを把握

②

・訪問記録とチェックリ

ストをデータ入力し、
メール提出

③

訪問記録とチェックリストを整理し、

メールで 提供

④

・提供された情報を進路担当者が整理し、訪問企業を選定
・選定された企業を訪問し、現場実習先を開拓

・企業ニーズの掘り起こしと情報収集

⑧

・進路担当者と企業訪問

・業務内容を分析し、効果的なワークシェアリング などを提案

・企業ニーズと生徒の能力や適性等とのマッチング のための現場実習受入れを依頼

総合支援学校就職支援コーディネーターによる現場実習先や求人の開拓（県央部地域の例）

⑦訪問希望等の取りまとめ・調整
（企業との調整窓口）

⑥訪問希望の有無の連絡

県教委

⑨ 活動状況について

メールで報告（月初）

就職支援

コーディネーター
進路担当

⑤訪問記録の整理を行い、

進路担当者からメールで
情報提供

・企業情報の提供

・企業への訪問希望の有

無について各学校へ照会

※従来どおり

・求人情報誌等から職場開拓企業の選定等行い、

職場開拓

■萩総合

■岩国総合

■田布施総合
■徳山総合

■周南総合

■防府総合

■山口南総合

■山口総合

■宇部総合
■下関南総合

■下関総合

■豊浦総合

配置校：田布施総合支援学校

東部地域担当西部地域担当

配置校：宇部総合支援学校

配置校：山口南総合支援学校

総合支援学校

就職支援コーディネーター

高等学校

就職サポーター

就職サポーター チーフサポーター

企業

①

・全訪問先で、チェックリスト（障
害者雇用等に関する項目）を活

用した聞き取り

・企業ニーズを把握

②

・訪問記録とチェックリス

トをデータ入力し、メール

提出

③

訪問記録とチェックリストを整理し、メー
ルで 提供

④

・提供された情報を進路担当者が整理し、訪問企業を選定
・選定された企業を訪問し、現場実習先を開拓

・企業ニーズの掘り起こしと情報収集

⑧

・進路担当者と企業訪問

・業務内容を分析し、効果的なワークシェアリング などを提案

・企業ニーズと生徒の能力や適性等とのマッチング のための現場実習受入れを依頼

総合支援学校就職支援コーディネーターによる現場実習先や求人の開拓（県央部地域の例）

⑦訪問希望等の取りまとめ・調整
（企業との調整窓口）

⑥訪問希望の有無の連絡

県教委

⑨ 活動状況について

メールで報告（月初）

就職支援

コーディネーター
進路担当

⑤訪問記録の整理を行い、

進路担当者からメールで情
報提供

・企業情報の提供

・企業への訪問希望の有無

について各学校へ照会

※従来どおり

・求人情報誌等から職場開拓企業の選定等行い、

職場開拓
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技 能 検 定  

①喫茶サービス   
②清掃 
③食品加工  
④介護 
⑤流通・サービス 
＜県教委・特別支援学校＞ 

専 門 学 校 
企 業 

関 係 機 関 

ホ テ ル 
大 学 

関係団体 

○幅広い人間関係の形成      ○コミュニケーション能力の育成 
○就労を目指すためのスキルの獲得 ○生徒の学習意欲や就労意欲の向上 

山口県特別支援学校技能検定「きらめき検定」 
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◇多様な職種に対応できる作業種目を設定し、生徒の進路希 
 望の実現を図ることができるよう教育課程を編成する。 
◇地域や社会の中での実践を通して、就職するために必要な 
 コミュニケーション力の育成やより専門的な知識・技能を 
 身に付けることができる職業教育等、職業的自立をめざし 
 た教育を行う。 

産業科から就業実践科へ  県内総合支援学校２校で開設  
    新しい学科の特色  
 

柳井地域特別支援教育センター 山口県立田布施総合支援学校 16


